
文
化
ま
つ
り
「
小
中
学
校
音
楽
祭
」

　
南
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

華
麗
な
る
音
楽
隊

V
o
l.5
9
3

11
2
0
0
8

広
報

11
広
報

2
0
0
8

V
o
l.5
9
3

◆
主
な
内
容
◆

◆
主
な
内
容
◆

・
町
職
員
募
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

・
倉
石
分
庁
舎
廃
止
・
倉
石
支
所
移
転
　
　
　
　
　
⑪

・
年
末
年
始
の
業
務
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

・
郷
土
探
訪
「
五
戸
地
方
の
庭
と
公
園
め
ぐ
り
①
」
　
　
⑫

・
産
業
と
文
化
ま
つ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
③

・
町
の
財
政
状
況
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
～
⑥

・
五
戸
総
合
病
院
　
1
2
月
の
医
師
一
覧
　
　
　
　
⑦

・
韓
国
体
験
レ
ポ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

・
町
職
員
募
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

・
倉
石
分
庁
舎
廃
止
・
倉
石
支
所
移
転
　
　
　
　
　
⑪

・
年
末
年
始
の
業
務
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

・
郷
土
探
訪
「
五
戸
地
方
の
庭
と
公
園
め
ぐ
り
①
」
　
　
⑫

・
産
業
と
文
化
ま
つ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
③

・
町
の
財
政
状
況
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
～
⑥

・
五
戸
総
合
病
院
　
1
2
月
の
医
師
一
覧
　
　
　
　
⑦

・
韓
国
体
験
レ
ポ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

華
麗
な
る
音
楽
隊

文
化
ま
つ
り
「
小
中
学
校
音
楽
祭
」

　
南
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
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第
24
回
五
戸
町
産
業
と
文
化

ま
つ
り｣

が
11
月
１
日
か
ら
３
日

ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
産
業
ま
つ
り
会
場
の
五
戸
ド
ー

ム
で
は
商
工
大
バ
ザ
ー
ル
の
ほ
か
、

菊
花
・
盆
栽
展
、
漬
け
物
の
実
演

な
ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

新
鮮
な
秋
野
菜
も
販
売
さ
れ
、
買

い
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
文
化
ま
つ
り
会
場
の
町
立
公
民

館
で
は
、
絵
画
や
書
道
、
手
芸
な

ど
町
民
の
手
作
り
作
品
が
多
数
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た｢

五
戸
八
景
ふ
た
た
び
」

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
も
行

わ
れ
、
入
賞
７
作
品
の
う
ち
町
民

賞
２
作
品
は
、
来
場
者
の
人
気
投

票
で
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
ホ
ー
ル
で
は
１
日
、
町
内
の

小
・
中
学
校
に
よ
る
音
楽
会
が
行

わ
れ
、
児
童
生
徒
が
合
唱
や
合
奏

な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
２
・
３

日
は
各
団
体
に
よ
る
歌
や
演
奏
、

踊
り
な
ど
の
芸
能
発
表
が
あ
り
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　
第
11
回
五
戸
地
方
農
産
物
品
評

会
の
褒
賞
授
与
式
が
11
月
３
日
、

産
業
ま
つ
り
会
場
の
五
戸
ド
ー
ム

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
た

農
産
物
は
、
五
戸
町
と
新
郷
村
の

農
家
が
丹
精
を
込
め
て
育
て
た
自

慢
の
逸
品
。
品
質
の
高
い
農
産
物

の
数
々
に
、
多
く
の
来
場
者
が
足

を
止
め
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

（
各
部
門
の
入
賞
者
を
３
ペ
ー
ジ

に
紹
介
し
ま
し
た
。）

　
五
戸
町
と
姉
妹
都
市
を
締
結
し

て
い
る
韓
国
沃
川
郡
か
ら
韓
龍
澤

郡
守
や
公
務
員
、
農
協
職
員
ら
23

人
が
11
月
２
日
か
ら
３
日
間
の
日

程
で
五
戸
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
韓
郡
守
が
五
戸
町
を
訪
問
す
る

の
は
、
平
成
18
年
７
月
に
就
任
し

て
以
来
初
め
て
。
一
行
は
、
表
敬

訪
問
や
町
図
書
館
、
公
民
館
な
ど

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
日
に
は
産
業
ま
つ
り

に
も
参
加
。
「
韓
国
キ
ム
チ
づ
く

り
実
演
」
を
行
い
、
町
民
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

▼

▼

つ
き
た
て
も
ち
は
大
人
気

▼
大
バ
ザ
ー
ル
に
は
地
元
産
品
を
求
め
て

大
勢
の
買
い
物
客
が
訪
れ
た

▼
公
民
館
講
座
受
講
者
な
ど
に
よ
る
作
品

の
展
示

五戸太鼓。息の合った迫力あるバチさばき

産業まつりで韓国キムチ実演を行う三浦町長と韓郡守○右

第11回

実
り
の
秋
・
文
化
の
秋

実
り
の
秋
・
文
化
の
秋

第
24
回 

五
戸
町
産
業
と
文
化
ま
つ
り

第
24
回 

五
戸
町
産
業
と
文
化
ま
つ
り

姉
妹
都
市 

韓
国
沃
川
郡
訪
問
団
が
来
町

オ
ク
チ
ョ
ン

ハ
ン・
ヨ
ン
テ
ッ
ク

ハ
ン

五
戸
地
方
農
産
物
品
評
会
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“２０，０００人の  ＰＨＯＴＯ”　　まちの皆さんが主役（モデル）です！

農村女性と町長が懇談

　このほど農村女性と
町長の懇談会が行われ
ました。参加した12人
のＶｉｃウーマンから
地域活性化に向けて積
極的な意見が多数寄せ
られ、町長と多分野に
わたる意見交換を行い
ました。

横シーツの縫製作業

　五戸町赤十字奉仕団
（松村陽委員長）はこの
ほど、お年寄り用ベッ
ドのマット上に敷く「横
シーツ」の縫製作業を行
いました。この日作成
したシーツ50枚は、特
別養護老人ホーム２か
所に寄贈する予定です。

「ひろえば街が好きになる運動」

　五戸地区たばこ販売
協同組合女性部（奥寺淳
子部長）は10月13日、国
道４号線の駐車帯で清
掃奉仕を行いました。
毎年実施していて今回
で24回目。約30人が参
加し、散乱した空き缶
などを拾い集めました。

自治会でリサイクル活動

　上大町自治会（三浦
光夫会長）はこのほど
アルミ缶やビン、新聞
などの資源ごみの回収
を行いました。10年ほ
ど前から年５回実施。
リサイクル業者から得
た収益は山車製作経費
などに充てています。

沼沢邦夫さん肥育の倉石牛

　東京都中央卸売市場
で10月24日に開かれた
全国肉用牛枝肉共励会
（東京食肉市場協会な
ど主催）で、又重地区
の沼沢邦夫さんが肥育
し た 倉 石 牛 （ 黒 毛 和
種）が、最高位の「名
誉賞」に輝きました。

２年ぶり。保護者らが
手掛けた芝生アート
　又重小学校（金田雅輝校
長）の校庭芝生に、ＰＴＡ

（中村弘幸会長）らが中心
となって「トトロ」を描き
ました。絵柄の部分に肥
料を散布し、芝の成長を
促したもので、児童らの
成長を願って手掛けられ
ました。

第
11
回
五
戸
地
方
農
産
物
品
評
会
入
賞
者（
優
等
・
１
等
の
み
、敬
称
略
）

部 

　
門

特
産
野
菜

水
　
　
稲

穀
　
　
物

果
　
　
樹

花
　
　
き

一
般
野
菜
１

一
般
野
菜
２

等
級

優
等

優
等

優
等

１
等

１
等

１
等

１
等

品
　
　
目

な
が
い
も
（
秋
掘
）

な
が
い
も
（
秋
掘
）

な
が
い
も
（
春
掘
）

な
が
い
も
（
春
掘
）

な
が
い
も
（
秋
掘
）

な
が
い
も
（
秋
掘
）

に
ん
に
く

玄
米
（
ま
っ
し
ぐ
ら
）

玄
米
（
ま
っ
し
ぐ
ら
）

小
豆

り
ん
ご
（
紅
玉
）

り
ん
ご
（
紅
玉
）

り
ん
ご
（
金
星
）

り
ん
ご
（
王
林
）

り
ん
ご
（
　
　
　
）

氏
　
　
名

所
属
農
協
等

柳
原
　
光
男

巴
　
　
信
男

類
家
　
祥
雄

小
渡
　
謙
一

柳
原
　
　
敦

中
里
　
兼
一

類
家
　
利
光

三
浦
　
正
弘

越
懸
沢
善
喜

山
田
　
雄
一

石
ケ
森
公
雄

角
濱
　
　
修

浦
屋
敷
節
男

中
村
　
利
藏

豊
間
内

豊
間
内

マ
ル
ケ
イ

豊
間
内

倉
　
　
石

川
　
　
内

川
　
　
内

１
等

優
等

１
等

ご
ぼ
う

ご
ぼ
う

ね
　
ぎ

ご
ぼ
う

大
　
根

平
　
　
光
明

中
村
　
繁
雄

山
田
　
健
一

三
浦
　
　
修

新
　
　
郷

五
　
　
戸

五
　
　
戸

八
戸
広
域

五
　
　
戸

倉
　
　
石

ね
　
ぎ

大
　
根

窪
田
　
尊
史

大
久
保
一
美

浅
　
　
田

川
　
　
内

１
等

白
　
菜

ピ
ー
マ
ン

丸
い
も

バ
　
ラ

柳
原
　
綾
乃

中
里
　
元
一

松
尾
　
憲
久

柳
原
　
健
吾

川
　
　
内

豊
間
内

八
戸
広
域

豊
間
内

太
田
　
　
寛

佐
野
　
純
一

倉
　
　
石

新
　
　
郷

輪
菊
（
神
馬
）

輪
菊
（
神
馬
）

川
原
　
　
一

長
野
　
秀
光

新
　
　
郷

新
　
　
郷

優
等

に
ん
じ
ん

キ
ャ
ベ
ツ

佐
々
木
宗
徳

風
張
　
昌
一

マ
ル
ケ
イ

新
　
　
郷

浅
　
　
田

倉
　
　
石

五
　
　
戸

八
戸
広
域

五
　
　
戸

ジ
ョ
ナ

ゴ
ー
ル
ド

「五戸町長とＶｉｃ・ウーマンのとっておきトーク」 さくら荘とハピネスに横シーツを寄贈

五戸地区たばこ販売協同組合女性部が清掃奉仕 上大町自治会でアルミ缶など回収

「倉石牛」国内最高峰の共励会で頂点 又重小学校校庭に「となりのトトロ」が出現

寛
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町
条
例
に
よ
り
、
平
成
20
年
度
の
財
政
状
況
を
公
表
し
、
併
せ
て
平
成

19
年
度
の
決
算
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成19 年度

決　算
　平成19年度の一般会計決算状況は、歳入88億2,049万円、
歳出86億9,227万円で、差し引き１億2,822万円の剰余金
が生じました。この額から翌年度へ繰り越すべき財源
1 0 0万円を差し引いた実質収支額は、１億2 , 7 2 2 万円の
黒字となりました。

自 主 財 源
町が集める収入
 ２３億９，４５４万円

皆さんが納める税金

１４億６，６１１万円 １６．６％

２７．１％

積立金の取り崩し

　４億６，８７３万円 　５．３％

分担金・負担金、使用料・手数料
財産収入、繰越金、寄附金、諸収入

　４億５，９７０万円 　５．２％

依 存 財 源
国や県などからの収入
 ６４億２，５９５万円

借り入れ

　７億８，２００万円 　８．９％

職員の給料や議員・各種委員の報酬

１５億４，５４７万円 １７．８％

法令で定められた行政サービスのため

８億２，４４０万円 ９．５％

借金の返済

１６億８，２２６万円 １９．４％

道路・施設・ほ場整備のため

８億　９８６万円 ９．３％

消耗品・備品の購入や郵便料など

９億　６４７万円 １０．４％

災害復旧のため

６，０４６万円 ０．７％

道路や施設の補修のため

６，２８７万円 ０．７％

他団体への補助金、火災保険など

１３億３，５４０万円 １５．４％

基金への積み立て

１億１，３６５万円 １．３％
病院や公社への負担など

１億８，３５１万円 ２．１％
奨学金の貸し付け

７，０６４万円 ０．８％
特別会計への繰り出し

１０億９，７２８万円 １２．６％

７２．９％

その他の交付金など

　４億８４万円　 　４．５％

国や県から交付され
使い道を指定されるお金

１１億９９７万円　 １２．６％

国から交付される
使い道自由なお金

４１億３，３１４万円 ４６．９％

町税

繰入金

その他

地方交付税

国・県支出金

町債
その他

※町 民 １ 人 当 た り が 納 め た お 金 ・ １ 人 当 た り に 使 わ れ た お 金 は 、 町 税 額
　および一般会計歳出総額を平成20年３月末現在の人口20,359人で割ったものです。

※各基金については、平成２０年５月末日時点での金額です。

特別会計

病院事業会計

会計名

老 人 保 健

介 護 保 険

下 水 道 事 業

農業集落排水
処理施設事業

簡易水道事業

国民健康保険
直 診 勘 定

住 宅 用 地
造 成 事 業 等

収 　 益 　 的

資 　 本 　 的

※収益的収入・支出…営業的な経費
※資本的収入・支出…建物の建設費など

国民健康保険

歳　入

２３億８，７５９

２６億４，２９５

１９億５，３８０

２７億１，１０９

２億２，４９１

２８億１，５７３

３億１，０８８

６億１，７９７

９，５５１

８，３６５

１億４，８０６

７，３５８

２３億８，６４４

２５億８，０６１

１８億４，１６６

６億１，２７８

９，２０１

８，１４１

１億４，３２７

６，１９７

歳　出

（単位：万円）

（単位：万円）

区　分 収　入 支　出

一般会計…………………

下水道事業………………

農業集落排水処理施設事業…

簡易水道事業………………

国民健康保険直診勘定……………

病院事業会計……………

総　　　　額…………

117億314万円

27億8,596万円

12億4,410万円

4億2,800万円

341万円

51億6,047万円

213億2,511万円

町 の 財 産（ 平 成 19 年 度 末 現 在 ） 公債費（借入金残高）平成19年度末現在

土　　　　地……………………

建　　　　物………………………

16,035㎡

481㎡

簡 易 水 道 事 業

土　　　　地……………………

建　　　　物………………………

7,504㎡

775㎡

土　　　　地……………………18,326㎡

国民健康保険直診勘定

住宅用地造成事業等

3,167万円

508万円

8,628万円

2,510万円

9,121㎡

1,092㎡

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

下 水 道 事 業

農業集落排水処理施設事業

財政調整基金…………………

高額療養費貸付基金………………

介護保険給付費準備基金………

下水道事業整備基金……………

土　　　　地……………………

建　　　　物……………………

土　　　　地……………

建　　　　物…………………

有価証券、出資金、債権……

財政調整基金…………………

減 債 基 金…………………

土地開発基金（土地含）………

公共施設等整備基金………………

地域福祉基金………………………

その他の基金………………

11,803,815㎡

117,745㎡

13億6,867万円

9,415万円

1,323万円

4億167万円

40万円

89万円

4億8,345万円

一 般 会 計

平成１９年度の一般会計決算を、一般家庭の家計簿にあてはめてみました。
年間の収入が５００万円の家計だとすると･･･ 五 戸 町 の 家 計 簿五 戸 町 の 家 計 簿

収　　入

給　　　　　料【町税】

●自分たちで賄ったお金【自主財源】 

８３万円

２６万円

１３万円

４万円

３２０万円

４４万円

３６４万円

定期預金の解約【繰入金】

親 か ら の 援 助【地方交付税、国・県支出金など】 

●ほかに頼ったお金【依存財源】 

ローン借り入れ【町債】 

小　　　　　計

パ ー ト 収 入【使用料・手数料、分担金・負担金】

去 年 の 残 り【繰越金】

１０万円不動産収入、
お祝、利子など【財産収入、寄附金、雑収入】

１３６万円

５００万円

小　　　　　計

合　　　　　計

支　　出

医療費・教育費など【扶助費】 

食　　　　　　　費【人件費】 ８９万円

４７万円

９６万円

４９万円

５１万円

１４万円

６万円

６２万円

ロ ー ン 返 済【公債費】 

友 人 へ の 融 資【投資、出資金、貸付金】 

預　　　　　　　金【積立金】 

子 ど も へ の 仕 送 り【繰出金】 

家 の 増 改 築【普通建設事業費、災害復旧事業費】

光 熱 水 費 ・ 日 用 品【物件費】 

３万円家 や 車 の 修 理【維持修繕費】 

７６万円

４９３万円

保険料、町内会費、
子どもの小遣いなど【補助費等】

合　　　　　計

　町の家計簿を見ると500万円の収入のうち、給料など自分たちで賄ったお金（町税、使用料、財産収入等）は、
わずか136万円で全体の約27％にすぎません。残りは親からの援助（地方交付税等）や借金（町債）などに頼って
います。中でも地方交付税は、235万円で全体の約47％を占める大事な収入源です。しかし、これらの収入は、
今後も減っていくことが予想されるため、家の増改築（建設事業費等）やローン返済（公債費）、食費（人件費）
などの支出を抑えなければ赤字団体となってしまいます。

赤字団体になってしまうと・・・
　赤字が毎年のようにどんどん膨らんでいくと、国・県からの関与を受けることになり、町の施策（まちづくり）
が自由に実施できなくなってしまいます。つまり、今より住民サービスが低下する可能性があるわけです。

そうならないために！ 
　町では、人件費の削減、事業の必要性や効果などを検討し事業費の抑制に努め、皆さまから納めていただいた
税金を大事に、そして有効に使わせていただきます。町民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。 

［性質別］

人件費

扶助費

普通建設事業費

物件費

補助費等

繰出金

公債費

災害復旧事業費

維持修繕費

投資、出資金

［目的別］

総務費

民生費

農林水産業費

土木費

消防費

教育費

公債費

衛生費

災害復旧費

商工費

議会費

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
経
費

積立金

貸付金

議会活動のため

１億３，６７９万円 １．６％

行政全般の運営管理のため

１１億８，１９１万円 １３．６％

児童や高齢者・障がい者の福祉のため

１８億６，７５７万円 ２１．５％

検診や乳幼児医療、ごみ処理のため

１０億７，６０１万円 １２．４％

商工業・観光振興のため

６，５５５万円 ０．７％

農林業の振興のため

５億３，１８３万円 ６．１％

都市計画や道路整備、除雪のため

８億４，９４８万円 ９．８％

消防防災のため

３億４，９３０万円 ４．０％

幼稚園や学校教育、生涯学習のため

８億８，９９８万円 １０．２％
災害復旧のため

５，７７６万円 ０．７％
借金の返済

１６億８，５８７万円 １９．４％

その他 ２２万円 ０．０％

町
の
財
政
状
況

町民１人当たりに使われた町のお金
４２６，９５０円
町民１人当たりに使われた町のお金
４２６，９５０円

町民１人当たりが納めた町の税金
７２，０１３円
町民１人当たりが納めた町の税金
７２，０１３円

一般会計歳入88億2,049万円
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出
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職員の給料や議員・各種委員の報酬

１５億４，５４７万円 １７．８％

法令で定められた行政サービスのため

８億２，４４０万円 ９．５％

借金の返済

１６億８，２２６万円 １９．４％

道路・施設・ほ場整備のため

８億　９８６万円 ９．３％

消耗品・備品の購入や郵便料など

９億　６４７万円 １０．４％

災害復旧のため

６，０４６万円 ０．７％

道路や施設の補修のため

６，２８７万円 ０．７％

他団体への補助金、火災保険など

１３億３，５４０万円 １５．４％

基金への積み立て

１億１，３６５万円 １．３％
病院や公社への負担など

１億８，３５１万円 ２．１％
奨学金の貸し付け

７，０６４万円 ０．８％
特別会計への繰り出し

１０億９，７２８万円 １２．６％

平成１９年度の一般会計決算を、一般家庭の家計簿にあてはめてみました。
年間の収入が５００万円の家計だとすると･･･ 五 戸 町 の 家 計 簿五 戸 町 の 家 計 簿

収　　入

給　　　　　料【町税】

●自分たちで賄ったお金【自主財源】 

８３万円

２６万円

１３万円

４万円

３２０万円

４４万円

３６４万円

定期預金の解約【繰入金】

親 か ら の 援 助【地方交付税、国・県支出金など】 

●ほかに頼ったお金【依存財源】 

ローン借り入れ【町債】 

小　　　　　計

パ ー ト 収 入【使用料・手数料、分担金・負担金】

去 年 の 残 り【繰越金】

１０万円不動産収入、
お祝、利子など【財産収入、寄附金、雑収入】

１３６万円

５００万円

小　　　　　計

合　　　　　計

支　　出

医療費・教育費など【扶助費】 

食　　　　　　　費【人件費】 ８９万円

４７万円

９６万円

４９万円

５１万円

１４万円

６万円

６２万円

ロ ー ン 返 済【公債費】 

友 人 へ の 融 資【投資、出資金、貸付金】 

預　　　　　　　金【積立金】 

子 ど も へ の 仕 送 り【繰出金】 

家 の 増 改 築【普通建設事業費、災害復旧事業費】

光 熱 水 費 ・ 日 用 品【物件費】 

３万円家 や 車 の 修 理【維持修繕費】 

７６万円

４９３万円

保険料、町内会費、
子どもの小遣いなど【補助費等】

合　　　　　計

　町の家計簿を見ると500万円の収入のうち、給料など自分たちで賄ったお金（町税、使用料、財産収入等）は、
わずか136万円で全体の約27％にすぎません。残りは親からの援助（地方交付税等）や借金（町債）などに頼って
います。中でも地方交付税は、235万円で全体の約47％を占める大事な収入源です。しかし、これらの収入は、
今後も減っていくことが予想されるため、家の増改築（建設事業費等）やローン返済（公債費）、食費（人件費）
などの支出を抑えなければ赤字団体となってしまいます。

赤字団体になってしまうと・・・
　赤字が毎年のようにどんどん膨らんでいくと、国・県からの関与を受けることになり、町の施策（まちづくり）
が自由に実施できなくなってしまいます。つまり、今より住民サービスが低下する可能性があるわけです。

そうならないために！ 
　町では、人件費の削減、事業の必要性や効果などを検討し事業費の抑制に努め、皆さまから納めていただいた
税金を大事に、そして有効に使わせていただきます。町民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。 

［性質別］

人件費

扶助費

普通建設事業費

物件費

補助費等

繰出金

公債費

災害復旧事業費

維持修繕費

投資、出資金

［目的別］

総務費

民生費

農林水産業費

土木費

消防費

教育費

公債費

衛生費

災害復旧費

商工費

議会費

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
経
費

積立金

貸付金

議会活動のため

１億３，６７９万円 １．６％

行政全般の運営管理のため

１１億８，１９１万円 １３．６％

児童や高齢者・障がい者の福祉のため

１８億６，７５７万円 ２１．５％

検診や乳幼児医療、ごみ処理のため

１０億７，６０１万円 １２．４％

商工業・観光振興のため

６，５５５万円 ０．７％

農林業の振興のため

５億３，１８３万円 ６．１％

都市計画や道路整備、除雪のため

８億４，９４８万円 ９．８％

消防防災のため

３億４，９３０万円 ４．０％

幼稚園や学校教育、生涯学習のため

８億８，９９８万円 １０．２％
災害復旧のため

５，７７６万円 ０．７％
借金の返済

１６億８，５８７万円 １９．４％

その他 ２２万円 ０．０％
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平成20年度

予　算
９ 月 末 現 在

　平成20年度の一般会計予算は、９月末現在で90億2,625万円です。
予算の執行率は歳入49.0％、歳出44.6％となっています。

町税　１4億１，５６８万円 １５．７％
［６８．４％］

議会費　１億１，５３４万円 １．３％
［４７．８％］

総務費　１３億５２６万円 １４．４％
［３３．５％］

民生費　１９億２６３万円 ２１．１％
［５５．４％］

衛生費　９億２，１４４万円 １０．２％
［６２．５％］

農林水産業費　６億８，５２１万円 ７．６％
［１９．１％］

商工費　６，２４６万円 ０．７％
［６５．０％］

老 人 保 健 予算額 ２億６，７６３万円

後期高齢者医療  予算額 ３億３，９５２万円

災害復旧費　６，２１１万円 ０．７％
［４．９％］

その他　５７７万円 ０．１％
［０．３％］

土木費　９億８，４８３万円 １０．９％
［３４．７％］

消防費　３億３，４２２万円 ３．７％
［４３．３％］

教育費　９億２，０２６万円 １０．２％
［４２．６％］

公債費　１７億２，６７２万円 １９．１％
［４９．０％］

地方譲与税　１億３，５００万円 １．５％
［３２．０％］

繰入金　１億８，４８５万円 ２．０％
［０％］

その他　６億８，６１１万円 ７．７％
［４４．０％］

国・県支出金　１２億２，７９８万円 １３．６％
［１２．５％］

町債　１０億９，４３０万円 １２．１％
［２．２％］

地方交付税　４２億８，２３３万円 ４７．４％
［６８．５％］

特別会計

町民１人当たりが納める町の税金

６９，８９６円

町民１人当たりに使われる町のお金

４４５，６５２円

※一般会計歳出総額（90億2,625万円）を
平成20年９月末現在の人口（20,254人）
で割ったものです。

※町税額（14億1,568万円）を平成20年
９月末現在の人口（20,254人）で割った
ものです。

執行率
［４９．０％］

執行率
［４４．６％］

歳入

歳出

歳入

歳出

［８３．５％］

［７１．９％］

［７６．３％］

［４９．４％］

国民健康保険 予算額 ２６億１，７７７万円

歳入

歳出

［４０．６％］

［４４．１％］

介 護 保 険 予算額 １８億９,３６１万円

下 水 道 事 業  予算額 ６億３，６３８万円

歳入

歳出

歳入

歳出

［５５．３％］

［３９．４％］

［２８．８％］

［２３．０％］

農業集落排水処理施設事業 予算額 １億 １１２万円

歳入

歳出

［７２．５％］

［４６．０％］

簡易水道事業 予算額 １億１，４４３万円

国民健康保険直診勘定  予算額 ９，８７９万円

歳入

歳出

歳入

歳出

［４２．３％］

［３３．５％］

［６０．２％］

［６８．８％］

住宅用地造成事業等 予算額 ３，９１８万円

歳入

歳出

［２９．６％］

［９．５％］

収 益 的 収 入 予算額 ２５億９，６２８万円

収 益 的 支 出 予算額 ３０億２，０９６万円

［４８．４％］

［４２．９％］

［８８．７％］

［４５．７％］

資 本 的 収 入 予算額 １億８，６５５万円

病院事業会計

※［　］は執行率

一般会計歳入歳出90億2,625万円

歳 入

歳 出

資 本 的 支 出 予算額 ２億６，９０７万円
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）

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

139

外
　
　
　
科

（
糖
尿
病
）

（
循
環
器
）

内
　
　
　
科

産
婦
人
科

整
形
外
科

小
　
児
　
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う
科

科
　
長

副
院
長

非
常
勤

非
常
勤

医
療
局
長

科
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

副
院
長

新
井
田
修
久

医
師
名

岡
本
　
一
雄

田
口
　
　
順

副
医
長

濱
舘
　
貴
徳

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

田
邊
　
　
淳

院
　
長

蝦
名
　
宣
男

八
巻
　
孝
之

金
子
　
直
征

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

袴
田
真
理
子

木
谷
　
　
令

（
東
北
大
学
）

　火
曜
日

　金
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
・
土
曜
日

（
医
療
技
術
局
長
）

非
常
勤

（
岩
手
医
科
大
学
）

毎
週
土
曜
日
（
完
全
予
約
制
）

　火
・
木
曜
日

　土
曜
日

　月
・
木
曜
日

備
　
　
　
考

井
戸
川
敏
彦

診
　
療
　
科

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に

　
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●１０月の診療科別患者数

※　入院＝毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

14,271
（14,275）
12,922
（12,331）
28,420
（29,132）
19,709
（17,235）

12,437
（12,532）
12,189

（12,340）

12,383
（12,064）

13,196
（14,023）

14,748
（14,859）

11,433
（12,281）

11,501
（11,893）
12, 20

（12, 26）
12,438

（12,342）
14,553

（16,417）
12,166

（12,161）

12,416
（12,372）
12,363

（12,189）
12,588

（12,468）
12,367

（12,546）

12,706
（12,673）
12,360

（12,050）
14,230

（14,360）
12,350

（12,070）

11,995
（11,957）
11,458
（12,743）
13,341
（13,457）
13,875
（14,253）

11,800
（12,774）
12,162

（12,410）
15,325

（15,230）
12,706

（13,002）

皮膚科
12,222
（12,238）
12,350
（12,070）
11,699
（11,582）
12,350
（12,070）

110,049
（110,438）
114,232

（114,281）
168,100

（171,528）
130,539

（129,542）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

11701
（11724）

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
川
柳
〉

月
見
草
き
れ
い
に
咲
い
て
誰
を
待
つ

あ
の
頃
の
落
ち
穂
拾
い
が
な
つ
か
し
い

新
鮮
を
並
べ
て
に
ぎ
わ
う
収
穫
祭

い
や
し
友
器
広
げ
し
感
気
あ
り

〈
俳
句
〉

朝
顔
の
蔓
の
重
み
で
支
柱
折
れ

〈
短
歌
〉

夕
ぐ
れ
や
二
羽
の
白
鳥
遠
く
見
し

川
辺
よ
り
そ
う
哀
れ
見
と
れ
し

十
六
夜
の
月
に
む
ら
雲
く
も
よ
け
て

光
か
ゞ
や
き
我
世
の
秋
よ

今
朝
も
ま
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
く
妻
の

明
る
き
顔
に
心
い
や
さ
る

暖
秋
に
坪
前
の
雑
草
の
び
て

又
草
取
る
霜
降
の
こ
ろ

夫
の
友
昨
日
も
今
日
も
消
え
て
行
く

淋
し
い
も
の
よ
八
十
路
過
ぎ
れ
ば

温
暖
化
暖
冬
異
変
と
さ
わ
ぐ
中

年
金
ぐ
ら
し
は
す
で
に
氷
河
期

知
恩
院
の
山
門
を
じ
っ
と
見
し
嬉
し
さ
に

太
い
線
香
あ
げ
両
手
を
合
わ
せ

土
と
な
る
し
ば
し
の
間
も
黄
金
を

敷
き
て
輝
く
銀
杏
落
ち
葉
は

　

佐
川
ミ
ヨ
シ
　（
野
　
月
）　

本
田
　
昭
雄
　（
舘
　
町
）　

沢
田
　
良
子
　（
上
市
川
）　

小
林
　
静
枝
　（
上
市
川
）　　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　

ひ
　
み
　
こ
　（
北
市
川
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍜
冶
屋
窪
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

若
松
　
忠
雄
　（
北
市
川
）　

い

ざ

よ

い

わ
が

よ

う
つ
わ

か
ん

市
川
道

十
文
字

中
　
道

十
文
字

上
市
川

中
　
区

つ
ま

あ
い

お
う
ご
ん



i

①韓国の歴史を学んだ国立
　清州博物館

②中学生同士、仲良くなる
のに時間はかかりません
でした

③沃川郡での歓迎会。
　沃川担当者と一緒に

④山寺「龍巌寺」の見学。
バスを降りて坂道を登り
ました

⑤沃川郡での送別会

⑥みんなで日本の歌を大熱
唱。感謝の意を込めて

⑦とってもヘルシーでおい
しかった海鮮なべ

韓国沃川郡庁公室にて
沃川郡について感想を述べた三浦君

「新しい体験 」
倉石中２年　三　浦　賢　也

　初めての韓国。日本を離れたのは
初めてでなれない環境にとまどいま
した。青森県より暑い気温、ほとん
ど言葉が通じない人々など、こうい
う環境はこれからの５日間に不安を
覚えました。が、新しい世界を見る
のは、楽しみでもありました。不安
と期待の入りまじった不思議な気持
ちでした。
　食事内容は日本と一緒で米が主食
です。食事には不自由ではなかった
が、ただ言葉が通じず、おかわりや、
ほしい物を買う時に不自由を感じま
した。でも、その不自由さも身ぶり
手ぶりが解してくれました。身ぶり
手ぶりでも、言葉が通じなくても、
気持ちが伝わりました。
　体験活動や研修を通じて、優しさ
にあふれていました。特に染め物や
お菓子作りなどの体験では、言葉で
はなく身ぶりで一つ一つ丁寧に教え
てくれました。沃川郡での、作物の
ぶどうを使用した染め物は伝統の色
で、できあがりが淡くきれいに染め
あがった時は何ともいわれませんで
した。
　体験活動等多くの研修先で言葉が
通じませんでしたが、身ぶりで内容
を教えてくれたり、一つ一つの事に
心配りをしてくれる心にふれること
により不安はほとんどなくなり、し
だいにワクワク感に変わっていきま
した。
　今回の韓国訪問では日本にない習
慣や多くの新しい事を学ぶことがで
きました。

　よい経験となりました。また、
言葉や民族の違いはあれ、人と人
が接していくために気持ちが大切
であることも気づかされた思いで
した。この経験は一生の財産にな
りました。

姉妹都市交流、韓国伝統文化体験、現地中学生との交流�

姉妹都市韓国「沃川郡」訪問

韓国体験レポート

シリーズ　№３

　町の海外派遣研修事業で五戸町の中学生１８
人が７月２８日から５日間の日程で五戸町と姉
妹都市を締結している韓国沃川（オクチョン）郡
を訪問しました。９月号から３回シリーズで
中学生のレポートを紹介しています。

１

２

５

３
４

６

７



o

雇
用
・
資
格

五
戸
町
職
員
募
集

農
業

果
樹（
り
ん
ご
）共
済
加
入
に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
募
集

消
防
設
備
士
試
験

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
・

配

管

工

講

習

情報ステーション

●
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　
看
護
師
　
４
人
程
度

●
受
験
資
格

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
看
護
師
の
免
許
を
有
す
る

方
、
ま
た
は
平
成
21
年
５
月
31

日
ま
で
に
免
許
を
取
得
す
る
見

込
み
の
方

●
申
し
込
み
方
法

受
験
申
込
書
に
履
歴
書
、
免
許

証
の
写
し
（
ま
た
は
卒
業
見
込

み
証
明
書
）
を
添
え
て
、
五
戸

総
合
病
院
管
理
班
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
申
込
書･

履
歴
書
は
役
場
総
務

課
お
よ
び
各
支
所
、
五
戸
総
合

病
院
管
理
班
に
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
間

　
平
成
20
年
11
月
20
日（
木
）か
ら

　
　
　
　
　
12
月
22
日（
月
）ま
で

●
試
験
の
日
時
お
よ
び
場
所

　
受
験
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

●
採
用
時
期

原
則
と
し
て
平
成
21
年
４
月
１

日
付
で
採
用
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
五
戸
総
合
病
院
　
管
理
班

　
℡
61 

│ 

１
２
０
０

●
採
用
予
定
人
員
　
　
14
人
程
度

●
応
募
資
格

町
内
在
住
で
お
お
む
ね
50
歳
ま

で
の
心
身
と
も
に
健
康
な
方

※
特
定
の
免
許
・
資
格
は
必
ず
し

も
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
雇
用
期
間

　
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

●
賃
　
　
金

・
児
童
に
か
か
わ
る
有
資
格
者

　（
教
員･

保
育
士
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
　
時
給
８
０
０
円

・
そ
の
他
　
　
　
時
給
６
７
５
円

●
勤
務
時
間

・
月
〜
金

　
午
後
２
時（
授
業
終
了
後
）か
ら

　
６
時
ま
で

・
土
・
長
期
休
業

　
午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

※
勤
務
日
は
交
代
制
。
日
祝
祭
日
、

お
盆
、
年
末
年
始
は
休
み
。

●
勤
務
先

五
戸
小
学
校
内
▽
上
市
川
小
学

校
内
▽
切
谷
内
児
童
ク
ラ
ブ
館

▽
石
沢
駒
踊
伝
承
館
▽
中
市
児

童
ク
ラ
ブ
館
▽
又
重
児
童
ク
ラ

ブ
館
▽
南
小
学
校
内
▽
蛯
川
児

童
ク
ラ
ブ
館

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
21
年
１
月
９
日（
金
）ま
で

●
面
接
の
日
時
・
場
所

　
申
込
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法

申
込
書
・
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
役
場
福
祉
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
・
履
歴
書
は
役
場
福
祉

課
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
課

　
℡
62 

│ 

７
９
５
５（
直
通
）

●
日
時

・
責
任
技
術
者
更
新
講
習

　
平
成
21
年
１
月
26
日（
月
）

　
午
後
２
時
〜

・
配
管
工
認
定
講
習

　
平
成
21
年
１
月
27
日（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
〜

・
配
管
工
更
新
講
習

　
平
成
21
年
１
月
27
日（
火
）

　
午
後
２
時
〜

●
場
所
（
八
戸
会
場
）

八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
　
プ
ラ
ザ

ア
ー
バ
ン
ホ
ー
ル

●
申
し
込
み
期
間

　
平
成
20
年
11
月
28
日（
金
）か
ら

　
　
　
　
　
12
月
16
日（
火
）ま
で

●
申
し
込
み
方
法

申
込
書
類
を
直
接
役
場
上
下
水

道
課（
倉
石
分
庁
舎
）へ
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
上
下

水
道
課
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
青
森
市
上
下
水
道
部
総
務
課
内

　
日
本
下
水
道
協
会
青
森
県
支
部

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

５
０
５
６

・
役
場
上
下
水
道
課

　
℡
62 

│ 

７
９
６
２（
直
通
）

●
種
　
別

　
甲
種
、
乙
種

●
試
験
日

・
八
戸
市

　
平
成
21
年
１
月
31
日（
土
）

・
青
森
市

　
平
成
21
年
２
月
１
日（
日
）

●
願
書
受
付
期
間

　
平
成
20
年
12
月
８
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
12
月
17
日（
水
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

　
7
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
青
森
県
支
部

　
℡
０
１
７ 
│ 

７
２
２ 

│ 

１
９
０
２

　
本
年
の
降
霜
に
よ
り
多
大
な
る

被
害
に
遭
わ
れ
た
農
家
に
対
し
て

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
異
常
気
象
な
ど
予
測
し

が
た
い
自
然
災
害
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
万
が
一
の
備
え
と
し

て
果
樹
共
済
へ
の
加
入
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※
果
樹
共
済
制
度
と
は
、
自
然
災

害
等
で
果
実
等
が
落
果
し
た
り
、

損
傷
を
受
け
た
場
合
に
備
え
る

り
ん
ご
の
た
め
の
保
険
で
す
。

●
特
定
危
険
方
式

○
１
点
方
式

（
一
つ
の
災
害
だ
け
を
限
定
）

暴
風
雨
、
ひ
ょ
う
害
、
凍
霜
害

か
ら
一
つ
選
択

○
２
点
セ
ッ
ト
方
式

　
暴
風
雨
＋
降
ひ
ょ
う

○
３
点
セ
ッ
ト
方
式

　
暴
風
雨
＋
降
ひ
ょ
う
＋
凍
霜
害

●
総
合
一
般
方
式

●
災
害
収
入
共
済
方
式

●
問
い
合
わ
せ
先

　
南
部
地
域
農
業
共
済
組
合

　
℡
０
１
７
６ 

│ 

22 

│ 

８
１
０
１
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至市街

東北メディカル学院

まきば温泉

工業団地

ひばり野公園

雪捨て場
（苗代沢町有地）

至
国
道
４
号

至
志
戸
岸

五
戸
中

表
彰
式
・
年
賀
交
換
会

し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て

催
し

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

平
成
21
年
３
月
31
日
で
「
特
別
慰

労
品
」
贈
呈
受
付
が
終
了
し
ま
す

暮
ら
し

福
祉

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

労
働

健康づくりを応援します！

「健康のつどい」参加者募集
対　象 内　容

一般町民
（各会場４５人になり次第締め切り）

・参加費用は無料です。
・開催日の１週間前までに電話で
　お申し込みください。 

①講話と実技（運動編）
　「メタボ解消！
　～家でできる手軽な運動」
　　講師　藤川淑子 氏
②講話と調理実習（食生活編）
　「野菜をもっと食べましょう」
　　講師　保健衛生課栄養士 

月　　　日
平成２１年
１月２１日（水）

１月２２日（木）

１月２９日（木）

１月３０日（金）

豊間内コミュニティセンター ８：５５～１２：００

８：５５～１２：００

８：５５～１２：００

８：５５～１２：００

９：００～１２：００

浅 水 活 性 化 セ ン タ ー

Ｊ Ａ し ん せ い 五 戸
川 内 支 店

保 健 福 祉 セ ン タ ー
（ 倉 石 診 療 所 隣 り ）

町 立 公 民 館２月６日（金）

１

２

３

４

５

場　　　所 時　　　間

問い合わせ・申し込み先　役場保健衛生課　℡６２－７９５８（直）　三浦

情報ステーション

　
町
で
は
、
平
成
21
年
表
彰
式
・

年
賀
交
換
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
平
成
21
年
１
月
５
日（
月
）

　
午
前
11
時
か
ら

●
場
所
　
町
立
公
民
館

●
年
賀
交
換
会
会
費

　
１
、０
０
０
円

●
申
し
込
み
先

　
役
場
総
務
課
、
川
内
支
所
・

　
浅
田
支
所
・
倉
石
支
所

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
20
年
12
月
12
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課

　
℡
62 

│ 

７
９
５
０（
直
通
）

　
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留

者
、
引
揚
者
の
「
ご
本
人
」
に
『
特

別
慰
労
品
』
を
贈
呈
し
て
い
ま
す

（
ご
遺
族
の
方
は
対
象
と
は
な
り

ま
せ
ん
）。「
引
揚
者
」
は
、
戦
後

の
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
外

地
で
生
活
し
て
い
て
戦
後
引
き
揚

げ
て
き
た
家
族
が
対
象
で
す
。

　
請
求
書
は
、
役
場
福
祉
課
の
窓

口
に
あ
り
ま
す
。
未
請
求
の
方
は
、

早
急
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金

　
7
０
１
２
０ 
│ 

２
３
４ 

│ 

９
３
３

・
役
場
福
祉
課

　
℡
62 

│ 

７
９
５
５（
直
通
）

○
深
夜
作
業
に
ご
理
解
を

　
除
排
雪
作
業
は
、
交
通
渋
滞
を

引
き
起
こ
さ
な
い
た
め
に
交
通
量

の
少
な
い
夜
間
・
早
朝
に
行
わ
れ

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
30
ｍ
以
内
に
近
寄
ら
な
い

　
除
雪
車
は
重
機
械
で
あ
り
、
前

後
約
10
ｍ
は
死
角
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
雪
の
中
に
混
じ
っ
て
い
る

砕
石
・
ガ
ラ
ス
な
ど
が
飛
び
散
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
作
業
中

の
除
雪
車
の
30
ｍ
以
内
に
は
近
寄

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
路
上
の
駐
停
車
は
除
雪
の
妨
げ
に

な
り
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
場
所
以

外
で
の
駐
停
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で

　
除
雪
車
で
寄
せ
た
雪
を
道
路
に

返
し
た
り
、
自
分
の
敷
地
に
降
っ

た
雪
を
道
路
に
捨
て
る
と
、
ワ
ダ

チ
や
で
こ
ぼ
こ
の
原
因
に
な
り
交

通
障
害
や
事
故
を
引
き
起
こ
す
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
み
だ
り
に
道
路
に
雪
を
捨
て
る

こ
と
は
道
路
交
通
法
な
ど
に
違
反

し
、
罰
則
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

雪
は
、
指
定
の
雪
捨
て
場
に
捨
て

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
建
設
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１

　
例
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て

し
尿
の
く
み
取
り
の
申
し
込
み
が

殺
到
し
ま
す
。

　
年
内
に
く
み
取
り
を
希
望
す
る

方
は
、
12
月
10
日（
水
）ま
で
に
左

記
の
業
者
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
く
み
取
り
業
務
は
12
月

27
日（
土
）か
ら
１
月
４
日（
日
）ま

で
休
業
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
先

　
青
森
県
南
清
掃
㈱
五
戸
営
業
所

　
℡
62 

│ 

２
４
１
６

　
青
森
県
最
低
賃
金
は
、10
月
29
日

か
ら
時
間
額
６
３
０
円
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
産
業
別
最
低
賃
金（
４

業
種
）が
適
用
さ
れ
る
労
働
者
を
除

き
、
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
に
常
用
・
臨
時
・
パ
ー
ト
な
ど

を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
青
森
労
働
局
　
賃
金
室

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

４
１
１
４



併せてカレンダーもご確認ください。
１月は「燃えないごみ、資源ごみ」の収集日が変更になっている
地区もあります。「家庭ごみ収集日程表」を確認してください。

県民手帳好評販売中！

　平成21年度版青森県民手帳
を販売しています。県内市町
村の主要統計や五戸町の歩み、
ふるさとの主な行事など
※濃灰と青の２色から選択
●価　　格　500円（税込）
●問い合わせ・申し込み先
　役場企画振興課  ℡62－7952

平成20年12月31日現在で工業統計調査を実施します

　調査の対象となる製造事業所には、本年12月
から来年１月にかけて統計調査員が伺います。
なお、調査票に記入していただいた内容につい
ては、統計法に基づき秘密が厳守されますので、
正確なご記入をお願いします。
　http://www.meti.go.jp/statistics/

経済産業省・青森県・五戸町
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年 末 年 始 の 業 務

お

知
ら
せ

五
戸
町
応
援
隊（
ふ
る
さ
と
納
税
）

第
１
号
の
寄
附
者
が
あ
り
ま
し
た

白
鳥
飛
来
地
に
お
け
る

餌
付
け
禁
止
の
お
知
ら
せ

12
月
か
ら
町
図
書
館
の

利
用
時
間
が
変
わ
り
ま
す

通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

施設名 年末 年始
■役場・各支所（一般事務）
℡62－2111

■五戸総合病院
℡61－1200 ※急患は診療します

■町立公民館
℡62－5111

■スポーツ振興公社（ドーム）
℡62－2301
スポーツ交流センター、倉石スポーツセンター

26日まで 5日から

28日まで 4日から

■図書館
℡61－1040 27日まで 6 日から

五戸・新郷の方 31日午前まで 4 日から■斎場
℡62－2111
（役場保健衛生課） それ以外の方 28日まで 5 日から

収　集 30日まで 5 日から■ごみ
℡0176－28－2654
（十和田地域広域事務組合） 搬　入 28日まで 4 日から

c
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c
c
c
c
c
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c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
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c
c
c

c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c

cccccccccccccccccc

cccccccccccccccccc

情報ステーション

　
去
る
10
月
20
日
に
五
戸
町
と
し

て
初
め
て
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
６
万
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
五
戸
町
を
思
う
ご
厚
意
に
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
第
１
号
と
な
ら
れ
た
方
は
、
鎌

倉
市
七
里
ガ
浜
在
住
の
鳥
谷
部
哲

三
朗
様
で
す
。
五
戸
町
で
は
、
い

た
だ
い
た
寄
附
金
を
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
春
十
和
田
湖
周
辺
で
高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
当
町
で
も

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
の
発
生
が
考
え
ら
れ
る
た

め
、
当
分
の
間
、
白
鳥
な
ど
の
野

鳥
へ
の
餌
付
け
を
禁
止
い
た
し
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
振
興
課

　
℡
62 

│ 

７
９
５
２（
直
通
）

　
県
で
は
、
浅
水
川
河
川
改
修
に

よ
る
橋
梁
架
け
替
え
工
事
の
た
め

次
の
と
お
り
通
行
止
め
と
し
て
い

ま
す
。
周
辺
住
民
の
方
々
に
は
大

変
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
規
制
期
間

　
平
成
20
年
11
月
１
日
か
ら

　
平
成
21
年
８
月
31
日
ま
で

●
規
制
個
所
　
鉢
森
橋（
豊
間
内
）

●
規
制
方
法
　
終
日
全
面
通
行
止
め

●
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
農
林
課

　
℡
62 

│ 

７
９
６
０（
直
通
）

　
12
月
か
ら
３
月
ま
で
の
間
、

平
日
の
利
用
時
間
が
午
前
10
時
か

ら
午
後
６
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
町
図
書
館
　
℡
61 

│ 

１
０
４
０

倉
石
分
庁
舎
の
廃
止
・

　
　
　
倉
石
支
所
移
転
の
お
知
ら
せ

　
こ
れ
ま
で
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご

利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
倉
石
分
庁

舎
は
、
12
月
26
日
を
も
っ
て
廃
止

し
、
現
在
配
置
し
て
い
る
農
林
課
、

建
設
課
、
上
下
水
道
課
、
教
育
委

員
会
、
農
業
委
員
会
は
本
庁
舎
へ

移
転
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
町
が
進
め
て
き
た

「
新
五
戸
町
行
財
政
改
革
大
綱
」

に
よ
る
も
の
で
、
職
員
の
削
減
に

伴
い
分
庁
舎
を
廃
止
し
本
庁
舎
へ

統
合
い
た
し
ま
す
。

　
廃
止
後
の
建
物
は
、
協
議
が
進

め
ら
れ
て
い
る
三
八
地
域
４
農
協

の
広
域
合
併
に
伴
い
、
農
協
事
務

所
と
し
て
使
用
さ
れ
る
見
込
み
で

す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
総

合
的
窓
口
機
能
を
果
た
す
「
倉
石

支
所
」
を
倉
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
内
に
設
置
し
、
来
年
の
１

月
５
日
か
ら
移
転
後
の
業
務
を
開

始
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご

不
便
を
お
掛
け
し
な
い
よ
う
に
サ

ー
ビ
ス
の
維
持
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

※
本
庁
舎
の
新
し
い
フ
ロ
ア
図
は

広
報
12
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

倉
石
分
庁
舎
の
廃
止
・

　
　
　
倉
石
支
所
移
転
の
お
知
ら
せ

倉
石
分
庁
舎
の
廃
止
・

　
　
　
倉
石
支
所
移
転
の
お
知
ら
せ



!2
この広報紙は植林・森林認証取得木材を配合した紙を使用しています

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　  ９，７５０人　（－１４）

　女　１０，４９８人　（＋８）

総人口２０，２４８人　（－６）

世帯数１６，９６１世帯（＋１１）

平成20年11月１日現在

発
行
／
青
森
県
五
戸
町
　
編
集
／
総
務
課
　
〒
０
３
９
－
１
５
１
３
　
青
森
県
三
戸
郡
五
戸
町
字
古
舘
２
１
－
１

TEL０
１
７
８
－
６
２
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２
１
１
１
　
FAX０

１
７
８
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２
－
６
３
１
７
　
M
AIL
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u＠
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n.gonohe.aom

ori.jp　
http://w

w
w
.tow
n.gonohe.aom

ori.jp
広
報

桜沼観世音菩薩と三十三観音像

■
東
北
電
力
㈱
八
戸
営
業
所（
熊

坂
仁
所
長
）か
ら
街
路
灯
５
基
、

㈱
ユ
ア
テ
ッ
ク
八
戸
営
業
所

（
宮
野
定
勝
所
長
）か
ら
同
取

付
工
事
一
式

■
図
書
等
購
入
費
と
し
て

　
北
上
孝
一
郎
氏（
北
向
）か
ら

１
０
０
万
円

■
久
保
誠
吾
氏
（
石
沢
）
か
ら

少
年
五
戸
太
鼓
用
は
ん
て
ん

な
ど
一
式

№166

「
五
戸
地
方
の
庭
と
公
園
め
ぐ
り

　
　
 

―
伝
え
た
い
故
郷
の
風
景
①
」

【
桜
沼
公
園
】

　
川
内
村
在
郷
軍
人
会
が
昭
和
二

年
、
桜
沼
一
帯
の
公
園
化
を
計
画

し
た
。
そ
し
て
、
沢
田
長
七
が
私

財
を
投
じ
て
三
十
三
観
音
像
を
建

立
し
た
。
ま
た
、
松
坂
専
太
郎
在

郷
軍
人
会
長
が
中
心
と
な
っ
て
高

台
に
忠
魂
碑
を
立
て
た
。

　
し
か
し
、
戦
後
は
入
植
者
が
こ

の
土
地
の
一
部
に
入
り
、
高
台
に

向
っ
て
い
た
観
音
像
は
一
か
所
に

集
合
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
米
国
主

導
の
農
地
改
革
が
全
国
的
に
実
施

さ
れ
た
。
地
元
の
公
園
化
が
停
滞

し
た
ほ
か
、
農
業
用
水
と
な
っ
て

い
る
た
め
池
二
か
所
の
う
ち
一
か

所
は
、
風
雨
の
際
、
泥
水
の
流
出

に
よ
っ
て
埋
ま
っ
た
。

　
村
の
若
者
た
ち
は
、
三
十
年
以

上
前
か
ら
「
桜
沼
を
守
る
会
」
を

結
成
。
桜
見
会
や
小
学
生
の
駅
伝

大
会
を
開
き
、
元
気
づ
け
て
き
た
。

し
か
し
、
リ
ー
ダ
ー
格
が
転
居
し

た
こ
と
か
ら
活
動
は
ス
ト
ッ
プ
。

近
年
に
な
っ
て
再
び
公
園
化
が
叫

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
昭
和
四
十
七
年
に
は
桜
沼
観
世

音
菩
薩
の
建
立
。
五
十
二
年
、
高

橋
米
蔵
先
生
の
句
碑
建
設
と
除
幕

式
が
行
わ
れ
、
地
区
住
民
の
目
が

少
し
ず
つ
向
け
ら
れ
て
き
た
。

　
農
業
用
水
の
た
め
池
付
近
に
は

吉
野
桜
の
植
樹
、
草
木
の
生
え
茂

っ
た
池
は
改
良
工
事
が
提
案
さ
れ

た
。
町
民
の
観
察
会
な
ど
に
よ
っ

て
環
境
整
備
が
行
わ
れ
、
春
の
桜

ま
つ
り
が
復
活
し
た
。
ま
た
、
毎

年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
白
鳥

が
訪
れ
て
羽
を
休
め
る
。
住
民
に

と
っ
て
は
冬
な
ら
ぬ
春
の
使
者
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
池
に
は
「
ガ
ツ
ギ
」
と
呼

ば
れ
る
水
草
が
あ
り
、
こ
れ
を
食

べ
る
た
め
羽
を
休
め
る
。
水
面
の

氷
が
溶
け
な
い
時
は
見
物
人
に
近

寄
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
「
こ
の

草
を
食
べ
て
栄
養
を
蓄
え
、
北
に

旅
立
つ
の
だ
ろ
う
」と
住
民
は
語
る
。

　
同
地
区
で
は
平
成
十
五
年
か
ら

地
域
用
水
環
境
整
備
事
業
と
し
て

改
修
工
事
を
進
め
、
新
年
度
で
そ

の
工
事
も
完
了
。
公
園
化
が
前
進

す
る
の
で
住
民
の
期
待
も
大
き
い
。

【
ひ
ば
り
野
運
動
公
園
】

　
町
民
運
動
会
で
賑
わ
う
ひ
ば
り

野
運
動
公
園
（
約
十
五
・
五
㌶
）

　
昭
和
四
十
七
年
、
公
園
事
業
と

し
て
建
設
計
画
が
認
め
ら
れ
、
翌

四
十
八
年
か
ら
運
動
施
設
建
設
が

始
ま
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
場
、
陸
上

競
技
場
、
野
球
場
、
メ
ー
ン
広
場

が
五
十
一
年
に
完
成
。
道
路
や
駐

車
場
が
作
ら
れ
た
。

　
五
十
二
年
十
月
三
日
か
ら
七
日

ま
で
公
園
内
で
国
体
サ
ッ
カ
ー
競

技
が
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
の
代
表

選
手
が
五
戸
に
集
ま
り
、
五
日
間

は
大
賑
わ
い
だ
っ
た
。
そ
し
て
「
五

戸
サ
ッ
カ
ー
の
歌
」
ま
で
作
ら
れ
、

こ
の
時
か
ら
サ
ッ
カ
ー
の
町
と
県

民
か
ら
呼
ば
れ
た
。

　
五
十
三
年
に
は
子
ど
も
の
遊
び

場
。
五
十
四
年
に
五
十
メ
ー
ト
ル

プ
ー
ル
。
五
十
五
年
に
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
四
面
で
全
計
画
が
完
了
し
た
。

　
そ
の
後
、
ド
ー
ム
や
研
修
・
宿

泊
施
設
が
完
成
。
近
く
に
地
蔵
尊

広
場
な
ど
が
あ
り
子
ど
も
た
ち
の

遠
足
コ
ー
ス
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
地
区
に
鍬
入
れ
し
た
の
は

会
津
藩
士
た
ち
で
、
今
か
ら
百
三

十
九
年
前
（
明
治
三
年
秋
）
。

翌
四
年
廃
藩
置
県
の
た
め
会
津
に

帰
っ
て
い
る
。

【
間
木
ノ
平
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
】

　
新
郷
村
間
木
ノ
平
は
二
ノ
倉
ダ

ム
の
近
く
に
あ
る
。
国
道
四
五
四

号
の
標
石
が
ア
ー
チ
前
の
広
場
に

建
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
約
三
十
年

前
に
で
き
た
。
キ
ャ
ン
プ
場
や
バ

ン
ガ
ロ
ー
八
棟
が
並
び
、
昭
和
六

十
年
か
ら
定
期
バ
ス
が
運
行
さ
れ

た
が
今
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
広

さ
六
十
五
㌶
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー

ト
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
も
あ
っ

て
緑
と
水
に
恵
ま
れ
、
自
然
の
美

し
さ
は
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ

る
。
特
に
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場

や
売
店
な
ど
も
揃
っ
て
い
る
。

五
戸
町
文
化
財
保
護
審
議
会
議
長

三
　
浦
　
榮
　
一

に
ぎ

に
ぎ

く
わ

そ
ろ
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青
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県
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戸
郡
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戸
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戸
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郎

昭
和
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拾
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年
六
月
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日
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子
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郎

父
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拾
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五
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郎

平
成
五
年
壱
月
拾
日
編
製  

印

昭
和
四
拾
壱
年
六
月
拾
壱
日
三
戸
郡
五
戸
町
で
出
生
同
月
弐
拾
壱
日
父
届
出
入
籍  

印

平
成
五
年
壱
月
拾
日
青
森
花
子
と
婚
姻
届
出
三
戸
郡
五
戸
町
字
古
舘
二
十
一
番
地
一  

印

五
戸
三
郎
戸
籍
か
ら
入
籍  

印

昭
和
四
拾
壱
年
拾
弐
月
拾
日
青
森
市
で
出
生
同
月
拾
五
日
父
届
出
入
籍  

印

平
成
五
年
壱
月
拾
日
五
戸
太
郎
と
婚
姻
届
出
青
森
市
新
町
一
丁
目
一
番
地
青
森
純
一

戸
籍
か
ら
入
籍  

印

　

発行番号　　０００００００１

　これは、戸籍に記録されている事項の全部を証明した書面である。

職印　平成２１年　１月２６日 青森県三戸郡五戸町長　　　三浦　正名

全 部 事 項 証 明（１の１）

本　　　　籍

氏　　　　名

青森県三戸郡五戸町字古舘２１番地１

五戸　太郎

戸籍事項
　　戸籍改製

身分事項
　　出　　　生

身分事項
　　出　　　生

　　婚　　　姻

　　婚　　　姻

戸籍に記録されているもの

戸籍に記録されているもの

【改製日】　平成２１年１月２４日
【改製事由】　平成６年法務省令第５１号附則第２条１項による改製

【婚姻日】　平成５年１月１０日
【配偶者氏名】　青森花子
【従前戸籍】　青森県三戸郡五戸町字古舘２１番地１　五戸三郎

【婚姻日】　平成５年１月１０日
【配偶者氏名】　五戸太郎
【従前戸籍】　青森県青森市新町１丁目１番地　青森純一

以下余白

【生年月日】　昭和４１年６月１１日　　　　　【配偶者区分】　夫
【父】　五戸三郎
【母】　五戸愛子
【続柄】　長男

【出生日】　昭和４１年６月１１日
【出生地】　青森県三戸郡五戸町
【届出日】　昭和４１年６月２１日
【届出人】　父

【出生日】　昭和４１年１２月１０日
【出生地】　青森県青森市
【届出日】　昭和４１年１２月１５日
【届出人】　父

【名】　太郎

【生年月日】　昭和４１年１２月１０日　　　　　【配偶者区分】　妻
【父】　青森純一
【母】　青森恵子
【続柄】　三女

【名】　花子

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休休

休

休

休

役場・各支所

総合病院

町立公民館

町

図

書

館

五
戸
・
新
郷
の
方

そ
れ
以
外
の
方

収

集

搬

入
斎 場 ご み

日 記念日等 行　　事　　等

月　間　メ　モ
五戸町表彰式・年賀交換会

平成２１年１月５日（月）

１１：００～

町立公民館

はたちの献血キャンペーン（～２月）

１

２

３

４

５

６

月

火

木

７

８

９

金

水

月

火

水

木

金

木

金

土

日

土

日

１５

１６

１０

１１

１２

１３

１４

２００９年

平成２１年
１月

● 裸参り　0：00　稲荷神社～神明宮～八幡宮

● 五戸町新春マラソン大会　　  9：00～12：00　ひばり野公園

● 五戸町表彰式・年賀交換会　 11：00～　　　　町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

13：30～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談

10：30～11：30 町図書館視聴覚室● 子どもアニメ映画会

10：30～11：30 町図書館視聴覚室● 子どもアニメ映画会

　 ３か月児健康診査（２０年９月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

10：30～11：30 町図書館視聴覚室● 子どもアニメ映画会

　 ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

　 １０か月児健康相談（２０年２・３月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

10：30～11：30 町図書館視聴覚室● 子どもアニメ映画会

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

14：00～15：00 町図書館児童コーナー

12：20～12：50受付 総合病院

● お話会

12：00～12：45受付
式典：町立公民館
祝賀パーティー：アピル五戸● 五戸町成人式

元日

成人の日

高齢者交通安全の日

問い合わせ先：役場住民課　1 62－7959（直通）

氏
名
文
字
が
常
用
漢
字
に

統
一
さ
れ
ま
す

手
数
料
は
同
額

時
間
は
短
縮

　
五
戸
町
で
は
、
戸
籍
事
務
の
迅
速
化
、

簡
素
化
お
よ
び
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
、
１
月
24
日（
土
）か
ら
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
新
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
戸
籍
事
務
を
行
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
証
明
書
を
発
行
で
き
る
の

は
、
１
月
26
日（
月
）か
ら
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
文
字

が
、
漢
和
辞
典
等
に
な
い
字
、
ま
た
手
書

き
の
た
め
異
な
る
字
体（
誤
字
）の
場
合

は
、
正
し
い
字
体
に
直
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
入
力
さ
れ
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
に
は
、
12
月
中
旬
に
郵
便

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
必
ず
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
今
ま
で
、
戸
籍
届
出
の
内
容
は
手
作
業

で
行
っ
て
い
た
た
め
、
交
付
す
る
ま
で
に

時
間
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
戸
籍
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
よ

り
も
早
く
戸
籍
が
作
成
で
き
、
証
明
書
を

発
行
す
る
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
導
入
後
も
証
明
手
数
料
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

平成21年
１月26日（月）

から

戸籍の証明書が変わります
～証明書をコンピュータで発行～

変更項目

書　　式

用　　紙

公　　印

名　　称

従来の証明

戸 籍 謄 本
戸 籍 抄 本

文 書 体 縦 書 き

白 紙

朱 肉 印

Ｂ４判横長（謄本）
Ｂ５判縦長（抄本）

コンピュータ導入後

全 部 事 項 証 明
個 人 事 項 証 明

項 目 別 横 書 き

偽 造 防 止 用 紙

黒 色 の 電 子 印

Ａ ４ 判 縦 長様　　式

ここが変わります

（旧）

（新）

スピー
ド

アップ
名称も変わり

内容が

見やすく！
名称も変わり

内容が

見やすく！

手数料は同額時間は短縮！！

手数料は同額時間は短縮！！



● ポリオ（小児マヒ）予防接種

● ６か月児健康相談（２０年４・５月生）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）

● 三種混合　　　　　　予防接種

1212
日 記念日等

高齢者交通安全の日

世界エイズデー
県民交通安全の日

天皇誕生日

家庭の日

行　　事　　等

歳末たすけあい運動

地球温暖化防止月間

１

２

３

４

５

６

７

８

金

土

日

土

日

月

月

火

木

火

月

火

水

金

木

水

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

２００８年

平成２０年
月月

月　間　メ　モ

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

17

18

19

20

21

22

23

24

火

月

水

木

金

土

木

金

日

土

日

25

26

27

28

月

31

29

30

水

火

水

記念日等日 行　　事　　等

● 人権相談 13：30～16：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● ３か月児健康診査（２０年８月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

12：20～12：50受付 総合病院● 三種混合　　　　　　予防接種

● 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

● お話会 14：00～15：00 町図書館児童コーナー

● 町長杯ソフトバレーボール大会  9：00～14：00 倉石スポーツセンター

● 行政相談 13：30～16：00 倉石コミュニティセンター

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）
● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

13：30～16：00 町立公民館● 行政相談

10：00～12：00 町立公民館

13：30～15：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ

● みんなの保健室 13：00～15：00 役場保健衛生課

10：00～12：00 町立公民館

12：20～12：50受付 総合病院

10：00～12：00 町立公民館

● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

　 子育てメイト「クリスマス会」 10：00～12：00 町立公民館小ホール

● チャリティー地域音楽祭 18：30開演 町立公民館大ホール

● スペシャルライヴ 17：15～18：15 町図書館

● 地域子育て学習会（絵本でゆたかな親子の時間） 10：00～11：30 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

12：20～12：50受付 総合病院

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動

冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動

人
権
週
間

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

今月の納期

納期限１２月２５日（木）
町県民税

国民健康保険税

下水道事業
　受益者負担金

第４期

第６期

第２期

献血
ご協力ください！！ 「ブラット君」

1９：３０～１２：３０　五戸高等学校

１４：００～１６：００　総合病院

１２月２２日（月）

冬の交通安全県民運動

１　飲酒運転の根絶�

２　高齢者の交通事故防止�

３　冬道の安全運転の推進

運動期間　12月11日～12月20日までの10日間

運
動
の
重
点

役場・各支所

総合病院

町立公民館

町

図

書

館

休

休

休

休休

休

休

休

休

休

休

休
午
後
休

休

休

休休

休

休

五
戸
・
新
郷
の
方

そ
れ
以
外
の
方

収

集

搬

入

斎 場 ご み

● 町民大学講座（身近な防災・防火について　全地区合同）

● 献血 上記参照

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

● ３歳児健康診査（１７年８・９月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター



● ポリオ（小児マヒ）予防接種

● ６か月児健康相談（２０年４・５月生）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）

● 三種混合　　　　　　予防接種

1212
日 記念日等

高齢者交通安全の日

世界エイズデー
県民交通安全の日

天皇誕生日

家庭の日

行　　事　　等

歳末たすけあい運動

地球温暖化防止月間
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水
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木

水

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

２００８年

平成２０年
月月

月　間　メ　モ

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111
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19

20

21

22

23

24
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月

水

木

金

土

木

金

日

土

日

25

26

27

28

月

31

29

30

水

火

水

記念日等日 行　　事　　等

● 人権相談 13：30～16：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● ３か月児健康診査（２０年８月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

12：20～12：50受付 総合病院● 三種混合　　　　　　予防接種

● 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

● お話会 14：00～15：00 町図書館児童コーナー

● 町長杯ソフトバレーボール大会  9：00～14：00 倉石スポーツセンター

● 行政相談 13：30～16：00 倉石コミュニティセンター

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）
● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

13：30～16：00 町立公民館● 行政相談

10：00～12：00 町立公民館

13：30～15：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ

● みんなの保健室 13：00～15：00 役場保健衛生課

10：00～12：00 町立公民館

12：20～12：50受付 総合病院

10：00～12：00 町立公民館

● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

　 子育てメイト「クリスマス会」 10：00～12：00 町立公民館小ホール

● チャリティー地域音楽祭 18：30開演 町立公民館大ホール

● スペシャルライヴ 17：15～18：15 町図書館

● 地域子育て学習会（絵本でゆたかな親子の時間） 10：00～11：30 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

12：20～12：50受付 総合病院

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動

冬
の
交
通
安
全
県
民
運
動

人
権
週
間

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

今月の納期

納期限１２月２５日（木）

町県民税

国民健康保険税

下水道事業
　受益者負担金

第４期

第６期

第２期

献血
ご協力ください！！ 「ブラット君」

1９：３０～１２：３０　五戸高等学校

１４：００～１６：００　総合病院

１２月２２日（月）

冬の交通安全県民運動

１　飲酒運転の根絶�

２　高齢者の交通事故防止�

３　冬道の安全運転の推進

運動期間　12月11日～12月20日までの10日間

運
動
の
重
点

役場・各支所

総合病院

町立公民館

町

図

書

館
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● 町民大学講座（身近な防災・防火について　全地区合同）

● 献血 上記参照

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

● ３歳児健康診査（１７年８・９月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター
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発行番号　　０００００００１

　これは、戸籍に記録されている事項の全部を証明した書面である。

職印　平成２１年　１月２６日 青森県三戸郡五戸町長　　　三浦　正名

全 部 事 項 証 明（１の１）

本　　　　籍

氏　　　　名

青森県三戸郡五戸町字古舘２１番地１

五戸　太郎

戸籍事項
　　戸籍改製

身分事項
　　出　　　生

身分事項
　　出　　　生

　　婚　　　姻

　　婚　　　姻

戸籍に記録されているもの

戸籍に記録されているもの

【改製日】　平成２１年１月２４日
【改製事由】　平成６年法務省令第５１号附則第２条１項による改製

【婚姻日】　平成５年１月１０日
【配偶者氏名】　青森花子
【従前戸籍】　青森県三戸郡五戸町字古舘２１番地１　五戸三郎

【婚姻日】　平成５年１月１０日
【配偶者氏名】　五戸太郎
【従前戸籍】　青森県青森市新町１丁目１番地　青森純一

以下余白

【生年月日】　昭和４１年６月１１日　　　　　【配偶者区分】　夫
【父】　五戸三郎
【母】　五戸愛子
【続柄】　長男

【出生日】　昭和４１年６月１１日
【出生地】　青森県三戸郡五戸町
【届出日】　昭和４１年６月２１日
【届出人】　父

【出生日】　昭和４１年１２月１０日
【出生地】　青森県青森市
【届出日】　昭和４１年１２月１５日
【届出人】　父

【名】　太郎

【生年月日】　昭和４１年１２月１０日　　　　　【配偶者区分】　妻
【父】　青森純一
【母】　青森恵子
【続柄】　三女

【名】　花子
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日 記念日等 行　　事　　等

月　間　メ　モ
五戸町表彰式・年賀交換会

平成２１年１月５日（月）

１１：００～

町立公民館

はたちの献血キャンペーン（～２月）

１

２

３

４

５

６

月

火

木

７

８

９

金

水

月

火

水

木

金

木

金

土

日

土

日

１５

１６

１０

１１

１２

１３

１４

２００９年

平成２１年
１月

● 裸参り　0：00　稲荷神社～神明宮～八幡宮

● 五戸町新春マラソン大会　　  9：00～12：00　ひばり野公園

● 五戸町表彰式・年賀交換会　 11：00～　　　　町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

13：30～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談

10：30～11：30 町図書館視聴覚室● 子どもアニメ映画会

10：30～11：30 町図書館視聴覚室● 子どもアニメ映画会

　 ３か月児健康診査（２０年９月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

10：30～11：30 町図書館視聴覚室● 子どもアニメ映画会

　 ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

　１０か月児健康相談（２０年２・３月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

10：30～11：30 町図書館視聴覚室● 子どもアニメ映画会

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

14：00～15：00 町図書館児童コーナー

12：20～12：50受付 総合病院

● お話会

12：00～12：45受付
式典：町立公民館
祝賀パーティー：アピル五戸● 五戸町成人式

元日

成人の日

高齢者交通安全の日

問い合わせ先：役場住民課　1 62－7959（直通）

氏
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五
戸
町
で
は
、
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皆
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は
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在
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字
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必
ず
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。
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な
お
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数
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平成21年
１月26日（月）

から

戸籍の証明書が変わります
～証明書をコンピュータで発行～

変更項目

書　　式

用　　紙

公　　印

名　　称

従来の証明

戸 籍 謄 本
戸 籍 抄 本

文 書 体 縦 書 き

白 紙

朱 肉 印

Ｂ４判横長（謄本）
Ｂ５判縦長（抄本）

コンピュータ導入後

全 部 事 項 証 明
個 人 事 項 証 明

項 目 別 横 書 き

偽 造 防 止 用 紙

黒 色 の 電 子 印

Ａ ４ 判 縦 長様　　式

ここが変わります

（旧）

（新）

スピー
ド

アップ
名称も変わり

内容が

見やすく！
名称も変わり

内容が

見やすく！

手数料は同額時間は短縮！！

手数料は同額時間は短縮！！




